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~“，，4fま 議良市民だより

早川一光講演会
r人生80年時代Jを生きる

11月14日凶午後開

必帥早川 光氏
(~附疋家修湖'"病院院鍵)

・聾理・/..，医・め切りUl0.ll28目

1-3時間同}
午後ヲ崎

例会犬人小人{ゆ掌生以下)とも
11-21.州諸珊

2.500門

むあたた るひ>ときを

あ&たに
・歯目 rt..ごυ.，句

r. ..~率 皇倒ぺ歓 勾文化の紋に".~砲さんに茎銑

11 )1!ilJ'き1:れでもらあヲと 参2 拘"化僚をご

.<1)， '1' ，1:す歯さM'・..を室等， H ます

《・・剛健以外u市史跡文化センター【条A.J1'no 
(A・・方追) .. 司 10.11 1 固から司，..文ft'\!';..~ーで前倒E‘'・・・E予

約畑}.I "020 u2a~時.

.時金大人 2.000阿

小人<"'*!生以下) 1. 000門

歯 .c.費ι-"・
「ち，角̂ ・R 司

a・悼帥刷λ・刊，.. 

NHKラ会伊

間町内に酬陥帽叩号開園"に叫 ひるの散歩道

俳圃沼田・がE語る民冨を通
じて日本町心にふれる

11-19日間午後持

桝金大人1.000肉

小人{中司棋盤以下) 500同

Jノf， ~ tA-:- ，胴， '月'電車のIIJftI'

月11日出

1-12.'自}

..，伺いて衛文化町 【守岨 ::6"酬 -Tlll ・M→ 1111)

医極宣
11月9.'本) 午後開"分

，、.し込Aで〈定きい.いずれも・・・0切り回

，でに..で uが曾，.に

1人陣'J.Ita多.

日窓画洋画
E到工芸.

写翼11月7日出)-

14 

・幽潰者山川・!大月みや子
ケーウ〆スク

指湾デーピ‘ノド・ハウェ)~
演奏圏西フィルハーモニー嘗誼織田

【h ロ惨事) 竹内血治

11月18.出時間耐

刺金大、 2.000阿

小人(..生以下) 1.000周

幽 rスラプ圃j r"，:r.ロ醐即醐帽

H14J r受・e・..耐芭..υ.硲周作

品，~・J

護持生来臨崎明.1t.....
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